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	応用
	抗原情報
	背景
	RNAポリメラーゼIIによる転写の開始には、70を超えるポリペプチドの活性が必要です。これらの活性を調整するタンパク質が転写因子IID（TFIID）です。これはコアプロモーターに結合してポリメラーゼを適切に配置し、転写複合体の残りの部分を組み立てるための足場として機能し、制御シグナルのチャネルとして機能します。TFIIDは、TATA結合タンパク質（TBP）と、TBP関連因子またはTAFとして知られる進化的に保存されたタンパク質群で構成されています。TAFは、基礎転写に関与し、コアクチベーターとして機能し、プロモーター認識に機能し、または一般転写因子（GTF）を変更して複合体の組み立てと転写開始を促進します。この遺伝子は、TATA結合タンパク質であるTBPをコードしています。TBPの特徴的な特徴は、N末端の長いグルタミン鎖です。このタンパク質領域はDNA結合を調節する。疾患：TBPの欠陥は、脊髄小脳失調症17型（SCA17）[MIM:607136]の原因である。脊髄小脳失調症は、臨床的および遺伝学的に多様な小脳疾患群である。患者は、脳幹および脊髄の様々な関与を伴う小脳の変性により、進行性の歩行協調運動障害、そしてしばしば手、発話、眼球運動の協調運動障害を示す。SCA17は常染色体優性遺伝性の小脳失調症（ADCA）であり、広範な大脳および小脳萎縮、認知症、および錐体外路症状を特徴とする。SCA17における分子欠陥は、TBPのコード領域におけるCAGリピートの伸長である。伸長が長いほど、病気の発症が早まり、臨床症状がより重くなります。,機能:DNA結合多タンパク質因子TFIIDの中核として機能する一般的な転写因子。TFIIDのTATAボックスへの結合は、転写開始前複合体（PIC）の最初の転写ステップであり、RNAポリメラーゼIIによって転写された真核生物遺伝子の活性化に役割を果たします。,多型:TBPのポリGln領域は、正常者で高度に多型性（25～42反復）を示し、脊髄小脳失調症17（SCA17）患者では約47～63反復に伸長しています。,類似性:TBPファミリーに属します。,サブユニット:TBP関連因子（TAF）とともにTFIID複合体に属します。転写因子SL1/TIFIB複合体の構成要素で、TBPと少なくともTAF1A、TAF1B、TAF1C、およびTAF3から構成されます。モノマーとしてDNAに結合します。TAF、TFIIB、NCOA6、DRAP1、DR1、およびELF3と相互作用します。SPIB、SNAPC1、SNAPC2、およびSNAPC4と相互作用します。HIV-1 Tatと相互作用します。ATF2転写活性のコアクチベーターとして機能するUTF1と相互作用します。GPBP1と相互作用します（相同性による）。BRF2と相互作用します。,組織特異性：広く発現しており、精巣と卵巣で最も高いレベルで発現します。,
	研究分野
	基礎転写因子;ハンチントン病;
	画像データ
	

	TBP抗体を用いた293細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	TFIIDポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析
	

	パラフィン包埋ヒト乳がんの免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

